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第２学期スタートから１週間！ 

８２日間の第２学期がスタートして５日が過ぎました。お陰様で、各学級共に落ち着いたス

タートが切れました。子どもたちは、一人一人が２学期のめあてを立て「史上最高の２学期」

に向けて、前に進んでいこうとしているところです。子どもたちが前向きに「ドリーム」に向

かって「スマイル」で「チャレンジ」していけるように、「チーム本郷」教職員一同、しっか

りと支えて参りたいと思います。保護者の皆様も、子ども達が前向きに歩んでいけるようなお

子様との関わりを今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

熱中症に注意を 
 今年の夏は「熱中症警戒アラート」が何日も出されるなど猛暑が続いています。また熱中症に関す

る悲しい事案も全国で発生しています。８月後半になっても暑い日が続き、熱中症には十分に気を

付けて安全に学校生活を送れるようにしていかなければいけません。 

学校では先日配付させていただいた「熱中症事故防止対策について」の文書のとおり、「暑さ指数

計」で暑さ指数を計測するなど、下記のような手立てを講じ、児童が安全に学校生活を送れるよう

に配慮しています。 

暑さ指数（WBGT）は人体と外気

との熱のやりとり（熱収支）に着目し

た指標で、人体の熱収支に与える影

響の大きい  ①湿度、  ②日射・輻射

(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気

温の３つを取り入れた指標です。本

校では環境省の「運動に関する指針」

に基づき、対応をしています。暑さ指

数が２８を超えますと、休み時間等の体育館や校庭での遊びは原則禁止としています。ご理解をどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

１ 熱中症警戒アラート情報について  

 ・児童昇降口付近のホワイトボードに掲示  

 ・熱中症警戒アラート発令の場合や熱中症指数計での計測結果が、暑さ指数３１を超え

る場合は、全校放送で周知徹底を図り運動中止  

２ 塩分を含むスポーツドリンク等の持ち込みも許可し、体育科の時間を中心に、適宜水

分補給を行う。  

 

 

 

 

 



第２学期始業式＆白鳳集会！  

 ８月２５日（金）に第２学期始業式を行いました。今回は熱中症対策のため、放送で実施しま

した。放送ではありましたが、子ども達は真剣に話を聞くことができました。また２９日（火）

の白鳳集会では、こちらも放送でしたが、２，４，６年生の代表児童が「２学期のめあて」を

発表しました。「史上最高の２学期」にしようという、一人一人の思いが感じられる大変素晴ら

しい発表でした。また「プール納めの式」もその後行いました。こちらも各学年代表が、立派

に自分のできたことや次年度の目標について発表することができました。「チーム本郷」発表力、

高まってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

本郷学園開校に向けて 
 本郷学園開校まであと７ヶ月。地域の方々、ＰＴＡの皆様、中学校教職員、教育委員会の方々など

とたくさんの会議を開きながら、スムーズな開校に向けて準備を進めているところです。義務教育学

校は１つの学校ですので１年生から９年生までとなります。 

しかし学習指導要領（教育カリキュラムを編成する際の国が定める基準）が小・中学校で違います

ので１～６年生を前期課程、７～９年生を後期課程と学習のまとまりでは分けます。 

また、小学校では 1～２年生を低学年、３～４年生を中学年、５～６年生を高学年としていました

が、本郷学園では①１～４年生（低学年） ②５～７年生（中学年） ③８～９年生（高学年）として活動

します。 

そして本郷学園では、小学校の５、６年生を中心に中学校同様の教科担任制を一部取り入れて参

ります。特に６年生については教科担任制を促進していくために、次年度は現中学校校舎（東校舎）

で学ぶ予定です。１～５年生は現小学校校舎（西校舎）で学習します。 

様々なまとまりがあり分かりづらい点があるかと思いますが、本郷学園として新しい学びをスター

トしていくためにご理解いただければと思います。 

 

校長のひとりごと 

 ここまで暑い日が続く夏、雨がほとんど降らない夏は記憶にないです。地球温暖化が

原因の１つだとするならば、今後もこの暑さは続くのだと思います。子どもたちは外遊

びがなかなかできなくてストレスがたまると思いますが、命を守るためには仕方がない

ことです。室内で過ごさなければいけない日には、涼しい教室で読書やタブレットドリ

ルなど、自分の好きなことや自分を向上させることに時間を使うようにしていければい

いと思います。時間を有効に使い、ぜひ自分磨きをしてほしいと思います。  


